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女子中学生 と青年期女性 とのカウンセ リングにおける
クライエ ントの志向性 とカウンセラーのかかわ り
山本眞利子
目 的
クライエ ントは自分で問題 を解決 しようと している。 これを、 クライエ ン トの自己解
決志向性 と呼ぶ。筆者が このような考えに至 ったあるクライエン トとの出会 いを述べる。
そのクライエ ン トは、20歳 代の女性で うつ傾向にあり自宅療養中だった。 このよ う
なクライエ ントに、友達 か らの結婚式の招待状 が届いた。 だが、 クライエン トは常に母
親 と一緒 に行動 しておりひとりで遠方 に出か けることは難 しか った。結婚式 は、片道5
時間以上 もかかる場所で行われ、 クライエ ン トの体力や気力では躊躇 された。 に もかか
わ らず、 クライエン トは一人 で飛行機 に乗 り結婚式場 に出向 くことを決意 した。 このよ
うな決意 は、 クライエン トに多大 な不安を生 じさせた。それで もなお、 クライエ ントは、
「これまで、 自分で決 めた ことはや って きた。行 く前 の日になると不安 は最高 になると
思 うけど、一人で行 くことで自分が変われるか もしれない」 と決意 を変えなか った。筆
者 は、「不安 は、不安 と して抱えなが らも行 くって思 うのかなあ?行 きたい ってい う気
持 ちの方が強いのかなあ?」 と尋ねると、 クライエ ン トは しっか りと頷いた。結局、 ク
ライエン トは、ひとりで初めて飛行機に乗 り結婚式 に出席 し無事に帰 ってきた。
この ことか ら、 クライエン トには、 自分で自分の問題 を解決 し、解決に向 けて前向 き
に取 り組 もうとする志 向性があることが判明 した(山 本,2003a)。この ような解決へ
の志向性 を有す るクライエ ントに、 カウンセラーはどのよ うにかかわればよいのだろう
か。本事例では、女子 中学生 と青年期女性 とのカウンセ リングにおいて、 カウンセ ラー
が クライェン トの志向性 を支持 し柔軟に応えた。では、次の事例か ら、クライエ ントの
解決志 向性 とカウンセ ラーのかかわ りについて検討す る。
方 法
事例1
1)ク ライエ ン ト(以下CL)。
中学3年 、女子。ぽ っちゃりして いる。 しっか りと した眼差 しと顔つ きが印象的。 自
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分か ら、担任 の先生にカウンセ リングを受 けたいと申 し出、授業を休んでまで来室 した。
高校入試直前で試験に追われていた。
2)主訴
太 っているために、「00」 と呼ばれてきた。 これ まで1年 間ず っと我慢 してきた。
痩せようと決めて努力 したため痩せた。で も、吐 くことが止 まらない。吐か なくなりた
い。
3)介入
カウンセラーは、 できるだ けクライエ ントの解決に向けての志向性 を支持す ることに
した。
4)面接過程
以下 に、 クライエ ン ト(CL)の状態 と主なカウンセラー(CO)の かかわ りについて
述べ る。
第1回 目(x日)
〈CLの状態>
CL「これまで、00と 言 われ きた。 自分が太 って いるか らだ と思 って痩せ ようとし
て吐 くようにな った。痩せたが、吐 ことが止 まらない。吐かな くなりたい。夜中2時 ぐ
らいになると、胸の ほうが気持 ち悪 くなってきて、それで直 ぐに トイレに行 って吐 く」。
CL「下の方 か らこう、物が上 が って くるような感 じで、それで、喉の方が苦 しくな っ
て くる。 直 ぐに トイレに行 って吐 く。 で も、吐いてもす っきりしないので、 しば らくし
てか ら寝 る」。CL「一度、吐かず に我慢 してると、夜中に吐いてたようで、吐いた物が
枕 についていた」 との状態及び状況であった。
<COの かかわ りとCLの 反応>
COは、CLが 、 吐 くようにな りそれが止 まらず困 っており、なん とか吐かな くな り
たいとの解決を志、向 していることを理解 した。 また、COに は、CLが 中3で 受験を間
近に控えた多忙な状況であり、授業を抜 けてまで次回 も来談できそ うにないと思われた。
そ こで、COは 、CLの 吐かな くな りたいという解決 に向けての志 向性を支持 し以下 の
よ うな工 夫を行 った。
COは、CLの状況や状態を聞いた後、 イメー ジを用いた。CO「そうか。我慢 してて
も、吐 くんだね。」CO「 じゃあ一。 イメー ジしてみよ うか。下か らこう、物が上が って
くるって いうイメー ジで きる?(ク ライエン トは、 す ぐにできた)。うん、それを感 じ
てみてね。 それが、 このあたり(胸 のあた り)に きたよ。 うん、 そこで、深呼吸 しなが
ら、 こういうふ うに降ろ してみようね。(右手 を、ゆ っくりと、胸のあたりか ら下に降
ろ してい く。)こ うい うふ うに、少 しづっ降ろ してい こうね。で きた?(は い)そ う、
その とき、お水があ るといいね。 これを、 お水だと思 って、ゆ っくり飲みなが ら降ろ し
ていこうね(コ ップに注いだお茶を飲みなが ら一緒に練習する)お 水 はあるかなあ?。
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ペ ッ トポ トル とか。(は い)起 きて 直 ぐにや って ね。 トイ レに行 く前 にね」。CLは 、CO
の試 み に自然 に合わ せ られ た。 また、COは 、CLが 落 ち着 きそ うな物 を探 した。CLは 、
「音 楽 が好 きな んで 、 いつ も、 ラ ジオ とか 付 け る。 人 の声 とか聞 いて る と落 ち着 く」 と
の こ とで、起 きる と ラ ジオ を付 けて もら うこ とに した。 この他 、CLは 漫 画 が好 きでハ
リー ポ ッターを読 ん で いた。 そ こで、 寝 る前 に漫 画 を読 み、 よ く眠 れ る とい う魔 法 を遣
う ことに した。
第2回 目(x+7日 目。約20分 程度。友だちが別室 で待 っていた。)
〈CLの状態>
CL「あれか ら、2日 ぐらいはち ょっと吐いたけど、それか らは吐かな くな った。起
きると直 ぐにラジオを付 けている。付 けると安心 して、 それか らイメー ジすると吐かな
くなった。付けるとクラッシックだった。+曜 日と*曜 日は、気持 ち悪 くな らなか った。
起 きることもな くなった」。CO「素晴 らしいね。 ミラクルだね。 クラッシックは好 き?
(はい)ど うい うことが一番良か ったのかなあ?」。CL「ラジオとか、ハ リー ・ポッター
もよか った と思 う。 あれ も、次 どうなるか って、 ドキ ドキす るか ら」。CL「この前の夜
に、気分が悪 くな って、、水を飲みなが らこのままではいけない。 もう、言 ってやるって
思 いま した。それで、次 の日にその子に言 ったんです。 それか ら、吐かなくなりました」。
CL「私の ことを、女 の子 もいろいろ言 うようになってて。その ときに、 その子に、 そ
ういうふ うに言 うの止 めて って言 った ら言 わな くなったんです」 と言 った。
〈COのかかわ りとCLの 反応>
CO「そうだ ったんだね。言わずに堪えて きたことが、一杯 あったんだね。 それが、
ここまで詰まってたんだね。吐 くことと、言えないことって何か関係があ ったのかなあ?
(うん)入 って、我慢 していると、 こうい うことにな るんだね。 よ く言 えたね。 もう、
嫌われて もいいや って思え たのかなあ?」。CL「はい。 もう、 いいや って思 いま した」。
CO「そ うだね。みんなか ら、好かれな くて もいいよね。 こうや って、 あなたの ことを
心配 して、付 いて来て くれ る人がいるんだか らね。そ ういう友達 をっ くったのもあなた
だよね」 と、CLの解決 に向けての志 向性 とその努力を支持 し労 った。
その後
その後、CLは 、第一希望 の高校受験に一度推薦で失敗 した ものの、再度チ ャレンジ
し合格 した。母親か らは、症状 も出てお らず無事に高校に通 っているとの報告を受 けた。
5)事例1の 考察
上記 した面接経過 に従い考察する。CLは 、高校入試 を控えなが らも、吐 く症状が治
まらない状況だ った6CLは 、授業 を休 んでまで来室 した。COは 、CLが授業を抜 けて
まで来 るということは相当困 ってお り早急 になん とか したい状態であることを直 く理 解
した。COに は、CLの 吐 くことを止 めたいとの志向性 はとて も強 く感 じられた。CO
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は、CLの 吐 くことを止め たい という志 向性 に沿 って工夫 した。COは 、 まず イメー ジ
を用いて夜 中に起 こる吐き気への対処 と、小さい行動の変化を水や本、音楽等で促 した。
そ うしたところ、CLは 、 「もう、言 ってやる」 と思 い相手 に言 い返す とい う解決方法
を見出 したのだ った。っ まり、CLが 、 自分に向か って 「○○」 と言 う相手に言い返す
に は相当の勇気が必要 だ った。COがCLの 解決にむけての工夫 を行 うまで は、CLの
志 向性 は十分 に発揮 されてはお らずCLは 悩 んでいた。 しか し、COがCLの 志向性 を
支持 し工夫す ることで、CLの 志向性が促 されCL自 身による解決方法が見出され、CL
は実際に解決 を創造 したのだ った。
事例2
1)ク ライエ ン ト(以下、CL)。
29歳女性 。面接当時、販売員を していた。細身でぼそぼそと話す。言葉 は少 ないが
噛み しめなが ら話す。家族は、父親 と母親の3人 家族。
2)主訴
3ヶ月間つ きあっていた男性か ら、突然別れを切 り出され失恋 した。それ以来眠れず、
食欲がな くな った。
3)介入
カウンセラーは、 クライエン トの解決 に向けての志向性を支持することを試みた。
4)面接経過
カウンセ リングは、4回 で終 了 した。以下 、第1回 目か ら第4回 目の クライエ ント
(CL)の状態 と主 なカウンセ ラー(CO)の かかわ りについて述べ る。
第1回 目(x日)
〈CLの状態>
CL「失恋 して、眠れな くな った。彼 に他に好 きな女性ができた。 で も、その人には
まだ気持ちを伝えていない。答えを聞いてか ら決めてもいいん じゃあないって言 ったけ
ど、『そ ういうことはで きない』 って。私に、悪 いところがあった ら言 ってって聞 いた
けど、『私が優 しす ぎる』 ということで、『自分が悪 いか ら、落 ちついた ら友だちになろ
う』 って(ハ ンカチを握 りしめ、 ときどき目頭を押 さえる。 しくしく泣 く)。「いっで も、
連絡 して くれればいい』 って、それで、 この前電話 したんだ けど、それか ら悪 くなった。
思 い出 して しま う(涙)。や っぱ り、電話す るといけない。 会社 に行 くの も辛 いって言
うと、『最後 のお願 いだか ら会社には行 って』 って(涙)」。CL「むこうの、お母さんに
も会ってた し、いっかは、結婚 と思 い始めてた。 こういうふ うになるとは思 ってもなか っ
た。私 は、恋愛するとそれば っか りになる」。CL「で も、1週 間で人を好 きになるんで
しょうか?。 人の気持 ちが変わ るんで しょうか?。 たぶん、彼 は、恋愛に慣れてなか っ
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たんだ と思 います。普通、恋愛 って、最初 は人か ら好かれて嬉 しい って思 うじゃあない
ですか。彼 は、『最初、嬉 しか った』 って。で も、それを乗 り越えてい くことが恋愛だ
と思 います。彼 は、恋愛 に対 してそ こまでの気持ちがなか ったんだ と思 います」。CL
「彼 は、 それ まで に3年 も恋愛 してなか ったんです。 それで、友だちの紹介で こうなっ
たんです。 そういえば、彼 は人が多いところが嫌 いで、お店に入 った らドキ ドキ して落
ちっか なくなって いま した。す ぐに、そ こか ら出たが りました。彼は、最初、っ き合 い
は じあた頃、 自分が○○だ って言 って くれま した。 それで、『月 に1回 は病院 に行 って
る』 って」 と言吾った。
<COの かかわ り>
COは、CLが 感情的 にな りなが らも、 自分な りに既に解決を志向 しよ うと している
.こ とを理解 した。COは 、CLが 、 こうな ったのは彼の恋愛 に対 する慣 れのなさや○○
にあると考えていることを理解 した。COは 、CLの 解決 に向 けての このよ うな志 向性
を大事 に したいと考 えた。COは 、「私 もそ う思 いますね。優 しすぎるってい うの も、
なんか納得が いか ないですよね6自 分 に問題があったんではな く、彼 の問題だ ったんで
すね。彼の恋愛 に対 する動機づ けの問題 なんですね」 と、CLの 解決に向 けての志 向性
を支持 し、○○にっいて簡単 に触れた。
第2回 目(X十2w)
<CLの状態>
CL「最初 は、恨 みみ たいな気持ち もあったけど、忘れようと思 う。 友だちに話す と
かえ ってよ くない。本 には、 こういうときには、普通 どお りの生活をすればいい って書
いてあ った。気持 ちが紛れると思 って仕事 に行 っている。仕事か ら帰 ってひとりでいる
と落ちっ く。恋愛以外の人生 に関する本を読んだりCD聞 いた りしている」。CL「自分
のどこが悪 かったのかってい う気持ちと、ゼロか らや り直 したいっていう気持ちの両方
がある。仕事 も今の ところは嫌 だとも思 う。で も、それ は、 自分の ことを知 っている人
がいることと、周 りが恋愛の話 ばか りしてるか らか もしれない」。CL「本を読んでて、
人は、 自分 と仕事 と恋愛のベク トルがあって、 どれかが欠けて ると脆 いって。私 は、恋
愛 に偏 ってた。仕事 もない し自分 もない」 と話 した。
<COの かかわ りとCLの 反応>
COは、CLが 本を読みなが ら自分を振 り返 り、 自分で解決を志 向 し探求 して いるこ
とを理解 した。COは 、CLの 「自分のど こが悪か ったのか ってい う気持ちと、ゼ ロか
らやり直 したい気持 ちの両方がある」 に対 して、CLの志向性 を確かめた。COは 、「も
し、1ヶ 月後、 自分 はど うしてるんだろうね?」 と尋ねた。す ると、CLは 「たぶん、
ゼ ロか らや り直 して る」 と言 った。(二人は、お互いに顔を見合わせて、微笑んだ。)CO
は、「そ う、 それを選んだんだね。 その笑顔 いいね。それ もいいと思 うよ。チ ャンスか
もしれないね」 と、CLの 志向性 を支持 した。 また、COは 、「この辛 い状況で、仕事に
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行けて るって ことは、 自分があるということだよね。前回か ら、 ここまで 自分を もって
きたよね。 自分をっ くって る解決 して るよね。今、 こうや って、木の年輪のよ うに自分
をつ くってることは事実で、それが大事 なことだよね。 人 ってす ごいよね」 と、CLの
志、向性を尊重 しCLを 労 った。
第3回 目(X+5w)
〈CLの状態>
CL「だいぶん、忘れていたんだけど、職場 の人か ら彼の ことを聞かれ た。職場で恋
愛の話 しをすると、昔の ことを思い出 して泣けて くる。 その場か ら離れて、後で トイ レ
で泣いたりす る。(涙)職 場 に もあま り行 きた くな くなって しまって、 もとに戻 って し
まったよ うな感 じ。最近で は、家に帰 って も本を読んだ りしな くな ってぼ一っと してい
る。職 を替えた方がいいと思 う。で も、それって逃げてるのかなあとも思 う」 と言 った。
<COの かかわ りとCLの 反応>
COは 、CLが 職を替 えようと志、向 していることを理解 した。だが、 また、それが逃
げか もしれ ないと感 じて いることも理解 した。 このとき、COは 、 もしかする と、CL
の心 の底 には逃 げたい気持 ちがあり職場 を替えようと思 っているのか もしれないが、そ
れ もまた、CLの 解決 に向 けての方法でCLに とって は必要 なことか もしれないと思 っ
た。 それ もよいのではないか、CLは それによって さえ解決を創造すると考 えた。 この
時、COは 、第2回 目でCLが 言 った 「ゼロか らや り直 している」 とい う、CLの 志、向
性を疑 わず に信 じて いた。 そこで、COは 、「本当に、今の職場が 自分にあっていて、
それを したいんだ った ら、 きっと辞 めたいとは思わないと思、うんだけどね。前 も、職場
を替 えたい って言 ってま したよね」 と、CLの 志向性を支持 した。CLは 、「お菓子 の専
門学校 を出てて、将来 はパ ン屋 に就職 したい」 と言 った。COは 、「いいチ ャンスか も
しれない」 とCLの 志向性 を支持 し良 く似 た例をあげた。COは 、「他 の職場 で も、恋
愛の話 しはあると思 うけどどう?」 とCLの 志、向性 を再度確認す ると、CLは 、「他の職
場では、 自分の これまでのことは知 らない人 ばか りだか ら」 と言 った。 また、COは 、
「こうい うときに、他 の職場 を探す ことで、かえってエネルギーを失 って しま う人 もい
るけどあなたの場合はどう?。 今 のところにいる方が辛 い?一1と改めてCLの 志向性を
確認 した。やは り、CLは 「そ うですね。替わ った方がいいよ うに思います」 と言 った。
第4回 目(X十9w)
<CLの状態>
CLは、・ぐン屋 で製造に関わ る新 しい仕事を見っ けた。CLは 、彼 にっ いて も 「今、
彼 に感謝 しています。彼は、病気 をもちなが らで も、 自分の したいことを しています。
前 に、彼 に、『専門学校 に行 ったの にど うしてそれを活かさないのか』 って聞かれたこ
とがあるんです。その時は、 自分の したいことが見えてなか ったんだ と思 います。彼は、
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それに気づかせて くれたんです。感謝 しています」 と言 った。CLは 「この前、神戸 に
ひとりで行 ったんです。前か ら、一人で旅行 したいとは思 ってたんです。今は、 もう、
区切 りがっいた っていう感 じです。坂 とか多 くって異人館 とか楽 しか ったです。だいぶ、
元気 にな りました。それを、今 日は報告 しに来たんです」 と言 った。 しか し、 その一方
で、CLは 、「休みが続 き、 ひとりで いる時間がで き、少 し彼の こととか これか らの恋
愛の ことが不安になって きた」。 また、職場で 「恋愛の話 しを してると、 その場か ら離
れて他の所に行 ったりする。 それか ら、後で トイレで泣 く。今 は、恋愛 の話 しとか は聞
きた くない」 とも言 った。
〈COの かかわ りとCLの 反応 〉
解決を志向 し創造 しなが らも、なお、 いくば くか不安を抱 くCLに 対 し、cOは その
不安 の内容 と不安に対す るCLの 志向性 を確認 した。CO「不安 って いうのは、彼の こ
とを思 い出す っていうことかなあ?。 それか ら、 これか らの恋愛 っていうのは、 ことば
は変だけど、見捨て られ るってい うことかなあ?」。CLは 、「うん。急 にいな くな って
しまうっていう ・・。で も、元気 にな ってる自分 もある。だか ら、その辺 りをどう しよ
うか と思 う」。CO「そうだね。 その辺 りをどこまで扱 うか って ことだよね。彼のことを
思、い出 して しまうっていうことと、 これか らまた恋愛 した らっていうことと二っあ るよ
ね。今 日、 ここに来 るときは、今 日で終 わりって いう感 じだ ったのかなあ?」。CL「は
い」。COは 、恨みや辛 さを扱 ってい くと少 し長 くなるが、 そのあたりをど うするか は
CLに決めて もらいたいとの旨を示 しCLの 志向性に委ねた。 しば らく、沈黙が続 いた。
CLは、 こ、こで終わ ることを選択 した。COは 、 そのCLの 志 向性を確認 した上 で支持
したQ
だが、まだ、COに はCLの 不安 に対す る志向性が もうひとつ理解できていなか った。
そこで、COは 「最後 にち ょっといいですか。彼の ことです けど、彼 の ことはどうした
いと思 って るの?」 と再確認 した。CLは 、「そ うですね。 自分の心 の奥 に置いてお き
たいです。鍵をかけて」 と言 った。そ こで、COは 、そのCLの 志 向性 に沿 って工夫を
した。CO「 そう、 じゃあ。今、 それを、心の奥に置 いて くだ さい。その中 には、何が
入 っていますか?」 とイメー ジを用いて尋ねた。す るとCLは 、「はい、 き らきら光 る
星 と写真が入 っています。鍵 は、自分が持 ってるんですけど、 自分が開けて見るのはい
いんでけど、 それを他の人が同 じような鍵で開 けるの は。それが、 これか らの課題 にな
るとは思いますけど」。CO「うん。 自分が開けるのはいいけど、他の人が開けるのはちょっ
とっと思 う」。CL「はい」。CO「 それが、 どうなればいいと思 いますか?」 と更 に続け
た。CL「はい、誰が開 けていて も、知 らんふ りが して いられ るか。 それか、笑 ってい
られ る。で も、今は、まだ、知 らないふ りを していたい と思 います」。CO「今 は、知 ら
ないふ りを していたい って思 ってるんですね。今は、 それでいい と思 います よ。 自分で
解決策を知 って るんですね」 と、CLの 志 向性を確認 した。CLは 、時間が解決す る部
分 もある。恋愛 って、 その ときは、が っ一と思えたけど、今 はそれ ほどには思えないと
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い う旨を話 した。COは 、CLの 知 らんふ りをす るとい う解決策 を支持 しこの時点で カ
ゥ ンセ リングを終結 した。
CLに発表の依頼をお願い した ところ、CLは 快諾 して くれた。CLは 、 自分の ことを
誇 らしく思 っているように見え表情 は爽 やかだ った。後 日、担当医によれば、第4回 目
の時点で、CLの 眠れない という症状 は回復 し投薬 と診察 は終了 しそれ以後 も来院 して
いないとのことだ った。
5)事例2の 考察
上記 した面接経過 に沿 って述べる。第1回 目、CLは 、突然、彼か ら別れを切 り出 さ
れた ことで ショックを うけ体調 も心理的なバランスも崩 した。CLは 、過去 の話を しな
が ら感情が高ぶ り泣 くことが多か った。感情が、自分で も抑えきれないとい う感 じであっ
たが、それで も彼 との間で起 こった出来事 を具体的に述べ原因について話す こともで き
た。 そ して、 こうな ったのは、彼の恋愛に対する動機づけの低 さや彼の病気に原因があ
ると考えた。 これは、なん とか、問題状況を克服 しようとす るCLの 解決 にむけての志
向性の現れだ といえ る。 また、第2回 目CLは 、「自分のどこが悪 かったのか っていう
気持ちと、ゼロか らやり直 したい っていう気持 ちの両方がある」、「本を読んでて、人は、
自分 と仕事 と恋愛があって、 どれかが欠 けてい ると脆い。私 は、恋愛 に偏 ってた。仕事
もない し自分 もない」 と、自分を振 り返 りつっ解決 に向けての志向性 も明確 に現れた。
そ こで、COは 、CLの このような志 向性を尊重 しっっ、1ヶ 月後のCLの 志向性 を確
認 した。す ると、CLは 「ゼロか らや り直 している自分」 を選択 し、第3回 目、 自分が
したい仕事、 自分が活かせ る仕事にっ くとの解決方法を見出 した。第4回 目、CLは パ
ン屋での職を探 しひとりで旅行に出かけ解決を創造 した。なお、彼 との思 い出に対する
解決方法にっ いて も、「今 は、彼に感謝 して いる。今は、心の奥 に鍵をか けて置 いてお
きたい。時間が解決する部分 もある」 と言えるまでになった。
事例2か ら、COがCLの 志向性を支持 し確認 することで、CLの 「ゼ ロか らや り直
している自分」 の志向性が明確 になり、パ ン屋での職探 しや彼 との思 い出に対 して の
「今 は、心の奥 に鍵 をかけて置 いてお きたい」 というCL独 自の解決方法が見出 された。
全体の考察
事例1で は、 カウ ンセ ラーは、吐 くことをやめたいというクライエン トの解決に向け
ての志 向性を支持 しっっ イメー ジや資源 を用いて工夫 した。 そうした ところ、 クライェ
ン トの志向性が更 に促 され、 クライエン トは自分 に嫌なことを言 う相手 に対 して 「もう、
言 ってやる』 との解決策を見 出 し吐 く症状を克服 し解決を創造 した。事例2で も、 クラ
イエ ン トは解決を志向 してお り、「自分のどこが悪か ったのか」 と 「ゼロか らや り直 し
たい」自分の間で迷 っていた。 カウ ンセラーはこのような クライエ ントに対 しクライエ
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ン トの志向性を確 かめた。す ると、 クライエ ントは、「ゼ ロか らや り直 してい る」 自分
を選択 し、パ ン屋で働 くとの解決方法を見出 した。 また、 ひとりで旅行に出かけ彼 との
ことに区切 りをっ け解決 を創造 した。
すな わち、 事例1と 事例2か ら、 解決 に向 けて の ク ライ エ ン トの志 向性(山 本
2003a,2003b)が確かめ られ、 カウ ンセ ラーが クライエン トの志 向性を支持、確認 しそ
れにそって工夫す ることで、 クライエ ントの志向性が更 に促され クライエ ントによる解
決策が見出され解決が創造 されたことが示 された。Bergら(1997,1999,2003)や宮
田(1996)によ ると、 クライエ ン トは自分で解決を創造す ると考 えてお り、 この点、
本事例で も確認 された。 この他、事例2か ら、 カウンセ ラーが1ヶ 月後 のクライエ ン ト
の志 向性 にっいて尋ね ることで、「ゼロか らや りなお している」 という解決 に向けての
クライエン トの未来 自己像を引き出せ、 クライエ ントには解決 に向けての志向性の他、
未来 自己像が存在することが判明 した。
これ は、 カウンセ リングを行 う以前か らクライエ ン トに潜在的に存在す るものか、そ
れ ともカウンセ リングをお こなうにつれて派生する ものかにっ いて定かではないが、今
後、 クライエン トの解決 に向けての未来 自己像等を直接 引き出すためのアプ ローチにっ
いて更に検討 しその有効性を探 りたい。
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CounselorApprochandClientOrientationfbrSolutiononCounseling
withFemalejuniorhighschoolstudentsandyoungfbmales
-ClientOrientationfbrSolutionandCounselorApproach-
Ma盈oYAMAMOTO
Thecounselorfbcusedonclientorientationintwo.clinicalcases.Itisbelievedthateachclient
wasinclinedtosolveproblemsindependently,
There食)re,量nthepresentstudy,thecounselorobservedtheclientorientationbyfbcusingon
thisaspect.Inaddition,thecounselorrespectedandsupPortedtheorientationoftheclients.The
resu1重sdemons重ratedthattheclientoriεntatlonsweregreatlyimprovedbythecounselor'ssupport
andasaresult,theclientstendedtodeviseindividualsolutionstoproblems.
Keywords:orientation;problemsolution;counselor;client
